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堀江英先生御略歴

1913 (よ正2)年 7月 管局県阿波郡柿島村に生まれる

1937 (昭和12)年 3且 京都帝同大学経済学部卒業

4け 京都帝国大学大学院入学

1939 (1司 14)年 5且 県都J官国大学経済学部助千

1940 (同 15)守 3且 l司 講師iI(嘱託〉

1947 (同 22)年 3月 同 助教授

1956 (同 31)年 2月 経済学博 1

1957 (同 32)年 4且 京ill大学経済学部教度

1964 (阿 39)年 1月 京都大'7:経済学部長(1年間)

1969 (同 44)年 1月 京都大中経済学部長(1年間〕

1976 (1司 51)年 1月 返l自

2月 京都大学名誉教授

4月 名域大学教授

1981 (阿 56)年11月 御逝去


